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南  一弘

街に行けない
第113回　

時節柄、街には行けません。よって今

回は、普段われわれは街とどう関わり、

何を感じているかを問い直してみるこ

とにしました。

コロナ禍を通じて認識させられたこと

は、人類最大の敵は戦争や争いの類

いではなく「疫病」であること、そして

疫病という敵の前では先進国のトップ

ランナーでもなす術なくやりたい放題

にされてしまうということです。莫大な

予算をかけた防衛体制は外敵には有効

でも、ウイルスには無防備だとも言えま

しょう。国の護りは今後「防疫」を一番

に考えていかねばなりません。

さて、街としての護りはどうでしょう

か？　最近の捉え方は「封鎖」の2文
字がクローズアップされています。本来、

街に期待される役割は「快適な暮らし」

を皆で支え合う場としての機能です。

しかし、この「快適な暮らし」の価値観

は個 人々で異なり、自治体は多様な価

値観・ニーズに応えようと、すべてを備

えた「総合的な都市整備」を進めてきま

した。総合的な都市整備は大抵、駅を

中心とした商業施設、サテライトオフィ

ス、医療機関を含む各種サービス機能

の集積と、周りをドーナツ状に囲む住

宅地です。そう、本コラムでお馴染みの

「金太郎飴」状態の街ですよね。つまり

何の特性もありません。

便利さだけで街の「格」が決まると思

い込んでいる。同じサービスを受けら

れるのであればより便利さを求め、ど

んどんと移動していくでしょう。「住み

慣れた街」から「便利な街」への選択

です。街に対する「モチベーションの欠

如」です。クサい言葉で言えば「我が

はずです。皆さんもテレワークで時間が

あるのであれば、是非この問題を考え

てみてください。

町を愛する心の欠

如」でしょうか。で

すから住民が街を

守るというのではな

く、街に守ってもら

うことばかり考えて

いるのです。このコ

ロナ問題でどの街

もある意味で封鎖

となってしまいまし

た。住人ができる

防衛は自宅でじっ

としている「STAY 
HOME」です。当然
この防衛策が一番

だとは思いますし、

これを実行するの

は住民の義務だと

感じます。しかし、

このような事態そ

のものの防衛策を

街自体で考える時

ではないでしょうか。

国家や自治体や都市の「前」に街があ

るのです。この経験を踏まえてテレワー

クが一気に進んでいくと思われますが、

それだけに、自宅で過ごす時間が増え

てきます。これまでアフターファイブか

らだったわが街で24時間過ごしていく
ことになります。自然と朝の顔・昼の

顔・夜の顔がより見えてきますから、こ

ちらもそれぞれの顔を用意しなくては

なりません。街自体と今以上に関わり

が深まりますので、それに合わせた街

づくりも変わって来るでしょう。これま

での価値観自体が変わるほどの事件で

すから、想像以上の変化が現れてくる

コロナのせいで街へ行けない。全国行脚の水戸黄門様もしばらくお休み？
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